
＜基本方針＞ ～ 人吉市環境基本条例より

市は、市民等、事業者並びにこれらの者の組織する民間団体及び地域住民等が、自ら

環境の保全等についての理解を深め、それぞれの立場において責任ある行動がとれるよ

うにするため、これらの者に対し、環境の保全等に関する教育及び学習の機会を提供す

るとともに、環境の保全等に関する広報活動を充実するよう努めるものとする。第8条1

Ⅴ－１ 環境教育・学習を進める

Ⅴ－２ 環境行動を支援する

基本目標Ⅴ

環境について責務や役割を果たせる人になる
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Ⅴ－１ 環境教育・学習を進める

／現状と課題／

■学校や地域における環境教育・学習活動

環境教育・学習活動を更に推進していくには、保育園、こども園、幼稚園、学校、家庭、地

域といった市民各層が集う場所で、あらゆる機会、各種団体を通じた広範な取り組みが必要で

す。そのためには環境教育・環境学習を担うリーダーとなる人材の育成や、環境に関する様々

な情報をわかりやすい形での情報提供、「場」と「機会」の充実、更に生活密着型、体験型環

境教育プログラムの提供等を積極的に進めていく必要があります。

ecoキッズ教室

水生生物調査
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ﾀｰｹﾞｯﾄ 4.7 2030年までに、持続可能な開発のための教育及び持続可能なライフスタ
イル、人権、男女の平等、平和及び非暴力的文化の推進、グローバル・シ
チズンシップ、文化多様性と文化の持続可能な開発への貢献の理解の教育
を通して、全ての学習者が、持続可能な開発を促進するために必要な知識
及び技能を習得できるようにする。

◆関連するSDGs
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■環境教育・環境学習の拠点施設

本市の環境教育・環境学習の拠点施設としては、人吉球磨クリーンプラザがあげられます。

リサイクル展示や工場の見学、工房でのリサイクル体験（廃油石鹸づくりなど）ができます。

本市の小学生は、主に4学年の環境学習において人吉球磨クリーンプラザを訪れ、ごみ処理

の状況や分別などを学んでおり、一般向けには、ごみの分別体験も受け入れています。

また、学校によっては、浄水苑（下水道処理施設）を見学し、水環境を学んでいます。

施設ではありませんが、身近な川や公園を学習の場として活用している学校もあります。自然の

中での学習を行うためには、安全面の配慮が重要となります。

年度 来場団体数 来場者数 うち人吉市民 工房利用者数 出前講座 分別体験

H27 143 1,678 413 42 1 316

H28 179 1,519 431 124 2 222

H29 173 1,773 489 27 0 61

H30 178 1,554 449 0 0 59
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農業を基幹産業とし、球磨川の流れとともに歴史を重ねてきた本市においては、地産地消活動や

山や川との共生のように、食と農のかかわり、山や川とのかかわりと言う生活と文化の中から環境

保全意識の高揚を図っていくことが必要です。

また、自然体験が「生きる力を育む」と言われ、体験の機会創出の重要さが指摘されています。

＜各種団体による様々な環境教育の例＞

①人吉球磨自然保護協会：ツリークライミング

②緑の少年団：自然体験

③水土里ネット：田んぼの学校

④人吉市有機農業推進協議会：農業体験（玉ねぎの植え付け、アイガモ農法指導）

⑤人吉市地域学校協働本部事業：水生生物調査を支援

⑥森林保全管理署：森のセミナー

⑦人吉球磨地区動物愛護推進協議会：動物フェスタ、犬のしつけ教室

⑧グリーンカーテンチャレンジャー：グリーンカーテンづくり

⑨人吉球磨グリーンツーリズム推進協議会：農業体験、食育、昔遊び

⑩ひとよし食と農の絆づくりプロジェクト会議：小学校及び一般の野菜づくり体験、総合

学習の支援等

⑪教育委員会：草木山川学校
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■市民意識

市民意識調査・・・（ ）内は平成22年度調査数値

「日常生活において環境に配慮した行動を心がけている」という問いに対し、「意識している」

46.1%(49.9％)、「少しは意識している」37.4%(34.4％)となっています。2つを合わせた肯定的な回

答は83.5%(84.3％)となっており、「あまり意識していない」「全く意識していない」を合わせた否

定的な回答の2.8％(2.1％)を大きく上回っています。[5-1-⑤]

ヒアリング等

緑の少年団 田んぼの学校 玉ねぎ植え付け

動物フェスタ 水生生物調査 グリーンカーテンづくり

理想 問題・課題と思うこと

・地域の環境（ボランティア）リーダーの育
成
・広報紙での実践の紹介

・特に分別について、しっかりした教育が必要
・小・中学生の体験も必要だが、大人の意識付けも大事
・町内ごみ監視員の分別体験も必要
・各学校の授業で人吉の現状を報告し、環境の維持を考
えてもらう
・なかなか先頭に立つ人がいない
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／成果指標の設定／

※こどもエコクラブ…公益財団法人日本環境協会主催の環境活動のクラブ。県や市に地方事務局があります。

／取組内容／

／市の役割／

１ 環境教育・学習の仕組みづくり、人材育成、場の提供

NO. 事業名 取り組み内容 担当課 関係課

①
環境月間
川と海づくりデ―
一斉美化行動の日

環境月間、環境の日、川と海づくりデー、
一斉美化行動の日など、各種キャンペー
ンやイベントを開催します。

環境課

② 出前講座
諸団体やグループの行う環境教育学習へ
の積極的な支援を行います。

環境課

③
環境教育・環境学
習の計画的推進

環境教育・学習の総合的な推進を行うた
めに努力目標に位置づけ、環境教育・環
境学習を計画的に推進します。

学校教育課
環境課

➃
環境教育人材の育
成・活用

環境実践活動及び環境教育に関する人材
を育成し、学校や地域における環境学習
に積極的に活用します。

環境課

３ 学校や社会における環境教育・学習の推進

２ わかりやすく楽しい環境情報の提供

１ 環境教育・学習の仕組みづくり、人材育成、場の提供

Ⅴ－１ 環境教育・学習を進める

成果指標 現在値（H30年度） 目標値（Ｒ5年度） 目標設定の考え方

環境教育を実施する団
体の数

7 増加
環境教育団体や実施
状況を調査把握する。

クリーンプラザの分別
体験者数

59 増加
分別体験を環境教育
の機会としてとらえ
る。

こどもエコクラブ※登
録団体の数

0 増加
環境教育に取り組む
団体数を増やす。
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２ わかりやすく楽しい環境情報の提供

３ 学校や社会における環境教育・学習の推進

NO． 事業名 取り組み内容 担当課 関係課

①
自然観察会等の身
近な川での環境教
育推進

身近な川を環境学習の場として活用し、自然観察会
や河川の水質調査等、身近な親しみやすい環境教育
を推進します。

環境課
学校教育課
社会教育課

②
体験型環境学習充
実と学校版ISOの
推進

学校における体験型環境学習を充実するとともに、
学校版ISOを推進します。

学校教育課 環境課

③
太陽光発電設備に
よる環境教育

太陽光発電設備を活用した環境教育を実施します。 学校教育課

④
こどもエコクラブ
の推進

環境教育、学習の方法として、こどもエコクラブの
登録を推進します。

環境課

⑤
環境教育学習の情
報交換

環境教育・環境学習の成果の情報交換を促進します。環境課

⑥
各層各地域で利用
できる環境教育
ツールの開発

各層（幼児・児童・生徒・社会人・壮年）の学習プ
ログラムの検討等、家庭や学校、地域で利用できる
環境教育ツールを開発し、各主体のリーダーが行う
環境学習活動を支援します。

環境課

⑦
生活密着型、体験
型環境教育の推進

地域の自然、人材、伝統行事を素材にした生活密着
型環境教育や、地域の自然や文化とふれあえる体験
型環境教育を推進します。

学校教育課 環境課

⑧
食と農を通しての
環境教育の推進

学校と地元農家との連携による農業体験を通じて、
地域農業や地域循環型社会についての理解を深める
等、食と農を通じての環境教育を推進します。

環境課
農業振興課
学校教育課

⑨
学校給食への地域
農産物の積極的な
利用

小中学校における学校給食へ地元の農産物を積極的
に利用することで、地産地消の拡大と食育の推進を
図ります。

学校教育課 農業振興課

⑩
くまもとグリーン
農業

土づくりをして、化学合成された肥料や農薬をでき
るだけ使用しない農業を推進します。

農業振興課

NO． 事業名 取り組み内容 担当課 関係課

①
環境に関する図書
資料の提供

図書資料を中心に情報を収集し、提供します。 図書館

② 出前講座
環境問題に対する市民意識の高揚を図るため、
出前講座の充実を図ります。

環境課 自治振興課

③
環境学習の情報提
供

水生生物調査や施設見学会等のような身近な環
境資源を活用した環境学習の情報を提供します。

環境課

④
環境情報の発信・
提供

本市の環境の現況（年次報告）、参考事例や取
り組みなどの環境情報を、市ホームページ等
様々な媒体により、発信及び提供します。

環境課



／私たちの役割／

市 民

○環境教育に関する人材の育成・登録制度に積極的に参加し、自ら人材として登録します。

○学習プログラム、出前講座や公民館講座を活用して、積極的な環境学習を進めます。

○市等が提供する各種情報を積極的、かつ、自主的に学び、環境に関する意識・知識の向上を

進めます。

○身近な環境資源を活用した体験型環境学習に積極的に参加します。

○児童・生徒が学校で学んだことを、家庭や地域で実践します。

○市等が開催する見学会に積極的に参加します。

事業者等

○環境部門担当者や技術者等、環境に関する専門的知識を有する人材を講師として派遣する等、

環境教育・学習支援に努めます。

○環境に関する「出前講座」を積極的に活用します。

○施設、土地の活用、見学学習の受け入れ等、環境教育・学習の場や機会を提供するよう努め

ます。

○行政が開催するイベント等に参加し、環境に配慮した製品情報等を積極的に提供します。

○環境教育手引書、環境学習副読本等の教材を積極的に活用し、従業員に対する環境教育、学

習を推進します。

90

基

本

目

標

Ⅴ

|

１



91

基

本

目

標

Ⅴ

|

２

Ⅴ－２ 環境行動を支援する

／現状と課題／

今日の環境問題の多くは、私たちの日常生活や事業活動に伴う環境への負荷に起因しており、そ

の解決にむけては、環境教育・環境学習により、環境についての正しい知識と理解を深めるととも

に、更に一歩進んで環境を守るために行動すること（環境保全活動）が、非常に重要になります。

環境行動への情報提供

×(バッテン)！温暖化会員※登録、くまもとらしいエコライフ宣言など、環境行動の動機づけ

や実践方法が紹介されています。

※くまもとエコファミリー会員とストップ温暖化県民総ぐるみ運動推進会議会員の総称

→ 熊本の環境ホームページ http://www.kumamoto-eco.jp/

■個人の環境行動及び支援

環境行動実践者の紹介（広報ひとよし、人吉市衛生員連合会だより）

■事業者の環境行動及び支援

くまもとグリーン農業への取り組み状況（再掲）

「くまもとグリーン農業」とは、土づくりをして化学合成された肥料や農薬をできるだけ減ら

した“環境に配慮した農業”のことです。生産者が行う「生産宣言」と消費者や会社などが行う

「応援宣言」があります。
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くまもとグリーン農業生産宣言者数・応援宣言者数の推移（人吉市）

事業所等のボランティア清掃

事業所や団体で行われているボランティア清掃に伴い、クリーンプラザに持ち込まれるごみ

は、その処理料の減免が行われています。

熊本県環境保全協議会の会員事業者数

熊本県環境保全協議会は、環境保全のための知識や情報交換、自業者相互の交流等を図るこ

とにより、地域における環境保全のための取り組みを推進し、もって快適な環境作りに寄与す

ることを目的としています。市内では5事業所が会員登録しています。

熊本県ストップ温暖化県民総ぐるみ運動推進会議会員事業者数

熊本県ストップ温暖化県民総ぐるみ運動は、県民総ぐるみで地球温暖化に取り組み、機運を

盛り上げると共に、環境にやさしい行動を促して県民運動として取り組んでいくために始まり

ました。市内では19事業者が会員登録しています。

年度 H28年度 H29年度 H30年度

減免件数 6 3 2

人吉市衛生員連合会の清掃活動 →

年度 H28年度 H29年度 H30年度

生産宣言者

個人 総数(新規)
418
(11)

425
(14)

425
(0)

組織 総数(新規)
3
(0)

3
(1)

3
(0)

応援宣言者

個人 総数(新規)
92
(8)

112
(20)

130
(18)

組織 総数(新規)
4
(2)

4
(0)

4
(0)
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■市民意識

ヒアリング等

／成果指標の設定／

／取組内容／

／市の役割／

１ 市民の環境保全活動の支援

成果指標 現在値（H30年度） 目標値（Ｒ5年度） 目標設定の考え方

環境美化行動（一斉美化活
動）の総参加率（再掲）

市民の23％ 市民の25％ 第6次総合計画

くまもとグリーン農業応援
宣言者数

130個人
4組織

増加
応援宣言により農業者
の環境行動を支援する。

×(バッテン)！温暖化会員
の増加

19組織 増加 事業者の増加

２ 事業者の環境保全活動の支援

１ 市民の環境保全活動の支援

Ⅴ－２ 環境行動を支援する

NO． 事業名 取り組み内容 担当課 関係課

①
人吉市民まちづく
り応援事業

市民団体・グループ等の環境活動を支援します。 自治振興課

②

環境保全活動や実
践方法等の紹介及
び環境配慮型ライ
フスタイルの提案

広報紙などを活用して、環境にやさしい商品に
関する情報や、市内で実施されている環境保全
活動の事例、省エネ手法等の実践方法を紹介し、
環境配慮型のライフスタイルを提案します。

環境課

③ 講師情報の提供
省エネアドバイザーなど、講師の情報を提供し
ます。

環境課

理想 問題・課題と思うこと

・ボランティア精神の向上
・ボランティア人材宝庫の街

・各人それぞれの考えや行動が違い、まとまりがない
・目標を持ったボランティア人材の育成の場がない
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２ 事業者の環境保全活動の支援

NO． 事業名 取り組み内容 担当課 関係課

①

環境保全行動、環
境マネジメントシ
ステム、支援制度
等の情報提供

事業者向けに、省エネ等環境保全行動、ISO14001
等の環境マネジメントシステム関係情報、国や県
の環境関係支援制度等の情報を提供します。

環境課

／私たちの役割／

市 民

○児童・生徒が学校で学んだことを、家庭や地域で実践します。（再掲）

○家庭での自主的な環境保全活動に取り組みます。

○環境月間・環境の日・一斉美化行動の日等、行政が行う各種キャンペーンやイベントに積極的に

参加します。

○学校や地域が実施する地域美化活動やリサイクル活動等の環境保全活動には、積極的に参加・協

力します。

○グリーンカーテン運動などに積極的に参加します。

○環境保全活動を行う団体、事業者、行政との連携を深めます。

事業者等

○市の情報提供等を活用して、事業所内での自主的な環境保全活動に取り組みます。

○各種キャンペーンやイベントの協賛となる等積極的に協力します。

○学校や地域が実施する地域美化活動やリサイクル活動等の環境保全活動には、積極的に参加・協

力します。

○ISO14001やエコアクション21の認証取得に努めます。


